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正誤表

水産増殖第３巻第３号〔40～50頁）東京湾産コウイカ、シリヤケイカの報文に誤りがあり

ました。下記のように御訂正を願います。
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東京湾で獲れるコウイカ及びシリヤケイカ
イ

の生態について

古井戸良雄・倉田洋二・）Ⅱ上武彦，

（東京都水産試験場）（水産庁研究第１課）

東京湾の湾奥に於けるコウイカ及びシリヤケイカの漁獲量は第１表に示すようにかなり年
変動がはげしい。こうした両種の生産を考究する上に基礎としてとりあえず両種の生態を知
る必要があるので、1946年からその調査にとりかリバー応の概要を知ることができたので
こＬに報告する。

分布とう回瀞

従来両種の本州に於ける分布については詳でなかったが〔山本が朝鮮～九州にかけての分

布を明らかにしている）、各府県に照会して得た結果（第１表）を綜合するとハリイ力は太

平洋沿岸では岩手県、日本海沿岸では新潟県を北限として本州、四国(九州の全般に分布し、
シリヤケイカは東京湾を北限とし、本州の日本海側に見られず、概ね暖海内湾性であるｄ

千葉・東京・神奈川沿海に於ける両種の分布は図１に示してあるように、千葉県館山より

東京湾沿岸一帯及び三浦半島西側の秋谷までの沿海にみられる。しかし以上の水域内で一様
にまた周年分布するのではなく、洞淋移動が行われているので漁場も漁期もところによって

異っている。表１及び図２からそのj回淋状況を判断すると次のようになる。

コウイカ〔STZqesc皿比ntaHoyle）：12～２月頃には浦賀水道、主として大貫.港・鴨居・

金田沖の深所（水深50ｍ以上）に棲息し、３月頃になると移動を始めて三浦半島西側では佐

島・秋谷に、東京湾神奈川県側では富岡附近に、また千葉県側では大貫・館山沿岸に現われ
る。以上春の来源経路には三浦半島西部を北上するものを除くと大別して東京湾東西両沿岸

を北上するものと館山湾に来勝するものＬ３群があることになる。

４月に至り神奈川県本牧・子安、千葉県姉ケリ奇・千葉の沿岸に現われて産卵が行われる。

また５～６月には少数ではあるが品川湾奥部まで来溝する。この間水深２～10ｍのところま

で接岸して、海苔篠・アマモ・フトヤナギその他に卵を産みつける。卵は30～80日で孵化し

各地で孵化したものが８月頃から12月頃の間に除々に南下して、その後２月頃までの間を前

記浦賀水道の傑所で過すものと考えられる。
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第１表

漁期｜漁都府県｜種類（地方名） 法 ,

機船底曳

定置網
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網、一本釣、旋網(少）
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第２図漁場

砂…
町７用 ●船橋

●千葉、
’
ノ

●姉崎

Ｕ松輔

仁.'

窪副

シリヤケイカ（SQRpZeZZamzZJzdro〃Ｚ（(leRochebrune））：前者と各地で混獲されるがそ

７昆權率から半１１断して湾口より外部、即ち舘山湾及び三l崎・佐島方面に１回源するものは殆んの混獲率から判断して湾口より外部、即ち舘山湾及び三'崎・佐島方面に１回源するものは殆ん

どなく、３月頃から湾内の神奈)'１．干葉両岸を北上し、品川湾に最も多く来瀧する。前記コ

ウイカと洞溝範囲の異なる点は両種の鍼度に対する適応性の差異（山本、1940.1942）と関

連していると思われる。産卵場所も前者より浅所（水深１～5ｍ)である。孵化した稚仔は成

長しつ上徐々に南下し、コウイカと同様浦賀水道傑所で越冬する。

（４４）
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四

産卵期

之各漁業組合に於ける問坂調査及び測定資料から判断すると、コウイカでは早いものは３月

初旬に既に成熟しており、またその産卵終期は大森一富岡・浦安一千葉に於ける終漁期とほ

ｒ一致して湾奥部ほど遅れるが、大体６月中旬と考えられる。盛期も盛漁期と一致し、５月

中旬頃と考えられる。

シリヤケイカについては品川湾以外の資料がないので今後精査の余地はあるが、産卵期間

は４月上旬から７月下旬まで、盛期は５月中旬頃であるようである（表3参照)。

産卵水域

富岡一大森及び金田一浦安沿岸に於いて春期盛漁期に漁獲されるイカば概ね成熟しており
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またその漁場は水深２～'0111程度の浅いところであり、撲・海藻等に多数の卵が産みつけら

れていることなどから、この水域を産卵場所と考えてよいであろう。特にコウイカは水深

10ｍ前;後の海底に群|妻するアシピキツパサゴカイＣＭＧｐｓａＵｒ`scostaru77ZClaPar6de）の瘻管・

フトヤギ〔Ehp左尤αu｢αｓｐ.）に産卵しており、シリヤケイカの卵はこれ等に見られず、主と

してより浅所のアマモ（ZDStera77I0r伽）・海苔溌・定置網などに産みつけられている。後者

の卵が比較的底から離れたところに産みつけられていることは本種に浮上性があるという点

（山本、1943）と関連があるのかも知れない。

棲息場所の水温

稚仔は成長にともない湾奥より湾口の深所え次第に移動するが、花岡（1947）の東京湾に

於ける観測資料からコウイカ及びシリヤケイカの適水温を求めると次のようになる。産卵期

の5～10ｍ層に於ける平均水温は14～17°Ｃで、卵の孵化期から稚仔の出現期に到る期間(7～

９月）には22～24°Ｃで、外套長が5ｃｍ内外になった時期（10月頃）の10～20ｍ層平均水温は

19°Ｃ内外であり、この時期にイカは沿岸より梢☆湾中央に出る。

外套長7ｃｍ内外に達し､湾口部に移動する時期の10～20ｍ層平均水温は12～14°Ｃである。

湾口部浦賀水道の越冬期（1～３月）の25～50ｍ層の平均水温は11～15°Ｃである。

第４表
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′産卵状態

孕卵数については調査例が少<、且つ調査が産卵盛期に入ってから行われた点に問題があ

るが、コウイカでは500個内外､シリヤケイカでは380～1877個平均1164個であった〔表4)。

特にユウイカでは朝鮮沿海のもので約1000個、（山本､1942)、三河湾のもので平均2700個'安

田、1951〕の記録があり、これ等と上噸すると今回の調査ではひどく少ない。コウイカの産

卵が－回で終了せずI数回にわけて行われるのであれば、こうした差異が当然起ると思われ

る。

大森地先の水深２ｍの海底に長さ７０ｃｍの割竹を束ねて投入し、その附着卵を観察したが

その結果は朝鮮沿海のコウイカ及びシリヤケイカについて調べられた結果と(歌同様な傾向

が認められた｡ロウイカの卵は比較的まばらに産みつけられ、１０ｃｍ当り平均附着数は10個

以下であり、またシリヤケイカではそれが10個以上（29～75個、平均50個）であり前者より

多い。山本（1943）はジリヤケイカについて1ｃｍ当り附着卵数が12～15個と報告しているが

このような多数の卵の附着は見られなかった（表５)。

《
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第５表
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Ａ：腕長、Ｌ：外套長

性徴
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コウイカでは第１次性徴を除いてば性の識別が困難であるが、シリヤケイカでは北九州の
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第３図シリヤケイカ（背面）ものについて安元（1938）が外套部

斑紋でその識別ができることを報告

している。つまり色濤では外套部斑紋

の白色斑点が大きく鮮明であるが、

旱ではその反対である。この点は東

京湾のものについても適用し得る。

著者等の材料．ではこのほかに腕長で

も明瞭な雌雄差が認められた。

東京都内湾で孫補されたシリヤケ

イカ成体から雌雄各40個体をとって

測定した結果は表６の通りで、第１

腕から第４腕まで統計的にもまた肉

眼的に〔図３．４)雌雄差を認め得る。
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腕長は第４腕が最も長く、その長さの順序は第４．Ｌ２．３腕となる。また合の第４腕は大部

分が外套長〔註）の五を越えるのが、早のそれは光に達しない。

成長

コウイカもシリヤケイカも７～８月から12月までは急速な成長をとげ、１月以降産卵期に

至るまでの間はほとんど成長がみられない。産卵期後は成体の漁獲がなく、８月中、下旬に

至って外套長１～４ｃｍの准仔のみが漁獲（コウイカは打瀬網で、ハリイ力は枡網で）される

こと及び７月以降姥死文は頻死のイカが海面をた■よい〃流れイカ〃と呼ばれる現象がみら

れることなどから考えて、三河湾のものについて安田（1951）が推定したと同様に、本種の

寿命は満１年と推定してよいであろう。
P

食性

コウイカ外套長6ｃｍ前後の個体について冑内容物を調べたところでは、小形の蝦類の殼

片で充満している例が最も多く、蝦類を捕食している個体の出現率は42.8毛、小形魚類〔鱗

・骨片など）では28.5彩、ニピジヤコ〔伽ｇｏｑｶﾊﾞ、，、カニ類．微小二枚貝（殼片）など

ではそれぞれ9.5労となった。

外套長8ｃｍ内外の個体の捕食している餌料としてばシパェピ。クルマエビ．エビジヤコ．

スヂハゼ（R肺ogo肋Ｌｓｕｉ７ｇａｔ〔』Ｊ１`s）・アカハゼ（C〃…z`ricMtysハ２ｍ,,e,"α）。マアナゴの幼

魚、ネヅツポ（い"iO"川us/u刀ztuS）などが多く、特に蝦類は本種の重要な餌料となってぃ

Ｌづ

'、。

シリヤケイカ外套長２～３c1nの個体では冑がニホンアミ（Jz2oWMZpolmZ）で充満し
ていることが多かった｡外套長5Cl１１以上ではコウイカとよく似た餌料組成を示し、蝦類を捕

食する個体の出現率は３３．３彩、魚類で催33.3％、カニ類では16.6形、エピジヤコ､Copepoda

などが10％であった。

ｌ
５
１
Ｐ
」ｂ

室率について

山本Ｌ1942）は朝鮮及び日本西都地方で獲れるコウイカの甲長70ｍｍ以上のものを調べて

室率〔甲の無輪区の長さ/甲長×100＞の大なる群（35～57）と小さな群（13～27）にわけ、
●

〔註）調査個体の外套長。合では１２．３～18.2、平均15.77ｃｍ、旱では１Ｍ～17.5、平均

15.17ｃｍであった。

〔４９）



この両群が同一場所に混在していないことから別のpopulationに属していることを推定し

ている。安田（1951）は伊勢・三河湾の材料について甲長80ｍｍ以上のもので室率19～36の

値を得て、山本の小さなろ群に属するか、或いは大小両者の中間型であろうとしている。

第７表

EⅢ｜調杳ｲ固体轍
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Ｌ」 4．６０－４２．２９ 9．Ｃ

東京湾産のものについては表７の通りである。1946年に湾内各地で採集した甲長10ｃｍ以

上の材料では合でその平均値が19.57～39.14,旱で19.58～39.01であって、１９～28及び36～

39の２群がわけられる。しかし各群の出現状態に時期的及び地域的相違はみられない。この

2群が生態上どのような意味をもつかは今後もっと詳しく調べる必要がある。

終りに本調査に終好御協力をいた野いた元本場技師江原博茂、松本慶重、並びに御援助を

いた葺いた東京水試鈴木順場長に深甚な謝意を表する。
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２）山本幸治１９４０イカ・タコ類稚仔に及ばす鰄度の影響、１、植物及動物、８〔12)。
３）同上１９４２同上、２、植物及動物、１０〔10)。

４）同上１９４２コウイカSepiaesculenta卵の発生、植物及動物、１０（２）
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